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論文の内容の要旨

　共役系高分子が本来もつ発光特性をさらに引き出すべく，直鎖状炭素構造を安定なアリーレン環で保護するた

めに，直鎖状炭素構造とアリーレン構造が交互に結合した共役系高分子を合成した。具体的には，主鎖にブタト

リエン構造やポリイン構造を有する共役系高分子，および，ポリ（2，5一ジアルコキシーヵ一フェニレンブタジイ

ニレン）類，ポリφ一フェニレンブタジイニレン）類，ポリ（力／刎一フェニレンブタジイニレン）類などである。

これらのポリマーの可溶性や，可融性を向上させるために，側鎖に自由度の高い置換基を導入して，発光特性な

どの性質を検討した。

審査の結果の要旨

　三重結合と一重結合が一次元的に連なるいわゆるポリイン（カルビン）構造は熱的に非常に不安定であるため，

長い共役鎖のポリマーは得られない。そのため，ポリイン構造の最小単位であるブタジインを直鎖状炭素構造と

みなして，これに熱的に安定な芳香族環を隣接させた共重合体（コポリマー）を合成することで，熱的安定性を

確保した。さらに，こうしたコポリマーは有機溶媒に不溶でありかつ不融であるため，働鎖に長鎖アルキル基を

導入して可溶性を発現させ，成形性を得ている。これらのポリマーの発光特性を蛍光スペクトルを用いて，蛍光

波長や量子収率を定量的に評価し，電界発光デバイスの試行などを行い，有意な性能を得ている。今後のポリマー

発光素子への応用などが期待される。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。

一3跳一


